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１ 課題設定の理由 

  学校で授業を受け、部活が終わってから帰宅し、学習に取り組んでいると疲れがたまり、集中

力が途切れてしまう時がある。そうなると作業効率が低下してしまい、課題の進行状況が思わし

くないと感じることが多々あった。このような経験から集中力や作業効率を向上させるための音

や音楽がないかと思い、研究テーマを考えた。 

  また、この研究によって明らかにしたことが社会に良い影響を与えることができるかを調べ、

今後の社会に少しでも貢献していきたい。  

  

２ 仮説 

  作業中に音楽を聴くことによって、無音の環境下よりも作業効率が上昇するのではないかと考

えた。 

 

３ 研究の方法 

 ⑴ 実験方法 

  ① 無音の環境下において、100 マス計算を行う。 

  ② 自然音(図１)を聞きながら研究方法①と同様に行う。 

  ③ 私たちが作曲した短調の音楽(図２)を繰り返すことでミニマルミュージックを作成し、聞

きながら研究方法①と同様に行う。 

  ④ ホラーミュージック（https://www.youtube.com/watch?v=W_uue2U2hKg）を聞きながら研究

方法①と同様に行う。 

  ⑤ 実験の結果をまとめ、全体の平均値を算出する。 

 

   

 ⑵ 実験条件 

  ア 日時 

    12 月の芸術の授業時間（最初５分間いただいて）にて実施 

  イ 参加者 

    芸術Ⅰの音楽選択生 137 名 

  

図１自然音              図２ 短調の音楽 

https://www.youtube.com/watch?v=W_uue2U2hKg


   

 

 

 

４ 結果と考察 

 ⑴ 実験結果 

  １．無音の環境 ：平均回答率 53％ 

  ２．自然音   ：平均回答率 56％ 

  ３．作曲した音楽：平均回答率 53％ 

  ４．暗い音楽  ：平均回答率 52％ 

    ・無音の環境と暗い音楽の作業効

率はあまり変わらない。 

    ・自然音を聴いた際の作業効率が

突出している。 

 

 ⑵ 考察 

   自然音は作業効率を上昇させる傾向があるのではないか。 

 

５ 今後の課題とまとめ 

  自然音には作業効率を上昇させる効果があると考えられる。また、これからは自然音以外の作

業効率の上昇を見込める音を解明していきたい。 
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 表１ １００マス計算の回答率 

 


